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初めての「指定指導員研修会」開催される！ 

 

平成２５年度に｢指定指導員制度｣を創設し、２０

名の指定指導員を任用して、全麺協認証そば

道場におけるそば打ち教室、各支部における各

種研修会等において中心的指導員として活動

をしていただいてきました。しかし、全麺協として

は、平成２６年度に全国審査員と合同の研修会

を１回開催したのみで、それ以降は対応してお

らず、統一的・共通的なそば打ち指導要領等に

ついての共通認識がないまま過ぎていました。 

令和元年４月１日付で、新規に１８名を任用し

て総計３２名に増強したところであり、今後「指定指導員」は全麺協の中心的先導者となって活躍

していただく人材であることから、全麺協の基本的理念・組織運営の重点等について十分に理

解していただくことが必要であるとの理由から、「指定指導員研修会」を開催することにしました。 

このたび、素人そば打ち段位認定制度審査基準規程の別表「技能審査チェック項目」を大幅

改正しました。さらに、平成２４年度に発表した「全国審査員等統一見解」を廃止して「補足説明」

へと改編して、新たな審査要領や指導方法等を実践開始する時期でもありました。加えて、平成

３０年９月に全麺協研修センターを設立して、当法人の中心的活動拠点として活用するという重

点施策とも重なった時期でもあったことから、今回、初めて指定指導員だけを対象とした研修会

を開催しましたので、その結果についてご報告します。      (文責 ： 横田節子、落合輝美) 

記 

1、 開催期日 ： 令和元年７月１３日（土） 午前９時～午後４時 

2、 開催場所 ： 全麺協研修センター 

3、 参加者数 ： 指定指導員３２名(全員) 

4、 講師･スタッフ ： 加藤 憲、藤間英雄 落合輝美、横田節子、莇 啓、水口久雄、土屋博一 

5、 研修日程(スケジュール) 

 

6、開催を終えて 

  全麺協は多くの方にそば・そば打ちを楽しく、親しんでもらうことと、全麺協段位認定者のそば

打ちの技術向上の研修拠点として昨年９月に東京都台東区西浅草に「研修センター」を開設 

 
時 間 研 修 項 目 講  師 

第１講 9:30~10:00 (一社)全麺協 指定指導員として 中谷信一 理事長 

第２講 10:10~11:00 指定指導員としての役割 加藤 憲 専務理事 

第３講 11:10~12:00 指定指導員として全麺協組織への係り 藤間英雄 事務局長 

昼 食 12:00~13:00   

第４講 13:00~14:20 指定指導員としてそば打ち指導のポイント 落合輝美、水口久雄 

第５講 14:30~16:00 DVDによるそば打ち技術の指導要領 莇 啓 、土屋博一 

中谷理事長の講義 
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しました。また、全国各地の段位認定者空白地域

では、そばを通じての地域振興、社会貢献および

全麺協の啓発活動を積極的に取組んで推進して

いるところです。この活動の中心となって、牽引して

いただくのが「指定指導員」です。今回の研修会は

北海道から九州にいる指定指導員３２名全員が参

加され、熱心に研修を受けていただきました。 

中谷理事長からは全麺協の基本的理念や未来へ

発展させる方向性を、加藤専務理事からは全麺協

組織運営の言動と課題を、藤間事務局長からは組

織構成と財務状況等についてを詳細に説明しまし

た。また、横田、落合部長および水口、莇、土屋専

門チーム員から、新しい技能審査チェック項目およ

び補足説明について、改訂の趣旨および改訂の要

点等を詳しく解説しました。第５講では、先に発売さ

れた DVD「江戸から受け継がれた手打ちそばの

技・鵜飼名誉師範」を見ながら土屋、莇専門チー

ム員が解説しました。鵜飼名誉師範は８１歳を

迎えながらも品格高いそば打ちをされるが、そ

ばと向き合う姿勢が上品なこと、美味しいそば

を打つには姿勢が重要なこと、そばに接する気

持ちの持ち方が大切で、技術を超越して｢かた

ち｣として表現されることなどを学びました。 

受講した指定指導員から、『全麺協組織について

の実態が良く分かったので、今後は私たちが中心

となって活動するようにしたい。』という感想を漏ら

す方もいて、今後の活躍が大いに期待されます。 

研修会終了は、引き続き研修センターで「懇親

会」が開かれました。調理設備が完備されている

研修センター内での懇

親会なので、落合・横

田両部長が腕をふるっ

た自慢の手料理をメイ

ンに、購入した仕出し料理、さらに、指定指導員がそれぞれの故郷

から地酒を持ち寄り、大変に温かみのある和やかな交流会となりま

した。平素は余り顔を合わせることがない指定指導員なので、最初

は多少の緊張感がありましたが、「そば」という共通の趣味をもつ者

同士であり、直ぐに打解けて和気藹々かつ深い会話が続いて、そ

れぞれの地域におけるそば事情を語り合っていました。今後、この

指定指導員同士が相互に連携して、全麺協の活動を盛り立ててく

れることは間違いないとの確信を持つことが出来ました。 


